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令和元年度「さって市民環境ネット」活動計画一覧 

さって市民環境ネットでは、令和元年度の事業を次のとおり計画しております。 

事業項目 開 催 時 期 場 所 備考 

スタッフ定例会 
毎月 1 回 原則第 3水

曜日 15：00～17:00 
中央公民館 

幸手市環

境課と連

携して実

施 

環 

境 

講 

座 

の 

開 

催 

 

中川探検 

ウォーク 

5 月 15日（水） 

9：30～13：30 

東公民館～ 

宇和田公園 

見学会 11月頃 環境配慮企業等 

野鳥観察 1 月末～2 月初め 中川流域他 

座学と実践 3 月上旬 中央公民館 

ホウネンエビ観察 
5 月 19日（日） 

9：30～12：00 

西公民館と千塚団地 

周辺の水田 

学校出前講座 5 月 22日（水） 幸手小 

腐葉土と野菜つくりの会 原則毎月第 3日曜日 
ひばりが丘桜泉園と 

近隣の農園 

行幸湖の浮島つくり 

「第 16回浮きｳｷﾌｪｽﾀ」 
10月 27 日（日） 

権現堂公園管理 

事務所、行幸湖 

エコライフ DAY 実施 5 月～7月 学校他 

ゴーヤカーテン作り 5 月～9月 南公民館 

中川流域、行幸湖の植物、

生き物、水質等の観察 
年間を通して随時 中川流域、行幸湖、他 

 

展 

示 

会 

 

健康福祉まつり 11月上旬の日曜日 ウエルス幸手 

子育て応援まつり 12月 8日（日） ウエルス幸手 

「エコニュース 

さって」発行 
原則年 6報 

会員、学校、 

  公共施設へ配布 

 

 

エコニュース  
さ っ て  
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試合開始、紙相撲 

 

「子育て応援まつり」に参加して 
報告 ：藤城 

平成 30 年 12 月 9 日（日）ウエルスで開催された「子育て応援まつり」に参加しました。私

達さちネットのテーマは“自分で作って遊ぼう”。スタッフは 8 時集合、準備をし 10 時開場で

す。訪れたのは小さなお子さんを

連れたお父さん、お母さんと小学

生。 

“自分で作る木の実の置物”コー

ナーには小学生が作ったかわいい

置物が接着剤が乾くのを待ってい

くつも並びました。“お座敷ねこ”

“糸デンワ”でも自分の道具を一生

けんめい作る親子や小学生たち、

「糸がピンと張っていないと聞こ

えないよ」と糸の張りや声の大き

さを工夫して珍しそうに話してい

ました。“ストローでピンポン玉を

吹き上げる”のはけっこう難しく、

何度もチャレンジする子供たち。

“紙ずもう”では、教える人より

も早く力士を折り上げて友達と長い時間くり返し遊ぶ小学生の男の子や女の子。“魚つり”は私

の担当。１歳から５歳くらいの子がたくさんやって来ましたが、最後の１尾まで釣り上げる子

が多く、その熱心さにびっくり。

熱中するあまり手づかみする子

もいて笑ってしまいました。昔か

らのアナログな遊びは今の子供

たちにとって、かえって新鮮なの

でしょうか。とても楽しそうでし

た。 

手伝ってくれた女子中学生の

ボランティア２人感想は“楽しか

った～！”でした。大学生のボラ

ンティアも友達と恥ずかしそう

に糸デンワで話をしていました。

来場した人達も私達スタッフも

共に楽しんだ１日でした。 

残念だったのは、“映写会”の

上映時間が予定より短くなって

しまい用意した作品を全部は観

てもらえなかった事。楽しみに来

てくれた子もいたのに本当に残念！次回は十分時間がとれる様にしたいですね。来年もたくさ

んのお父さん、おかあさん、小学生の皆さん、来て下さいね‼ 

 

木の実の置物をつくる子供たち 
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第 3回幸手市民環境講座 「野鳥観察会」 
報告 ：宮田 

平成 31 年 2 月 2 日(土)第 3 回市民環境講座野鳥観察会が行われました。埼玉県生態系保護協

会の青柳進氏を講師に迎え北公民館から権現堂を横断するように中川外野橋バルコニー・土手

からの干潟を観察、行幸湖、

高須賀池の先まで足を延ば

した2時間30分のコースで

す。 

風も穏やかでこの時期と

しては気温も高くお天気に

も恵まれ絶好の野鳥観察会

となりました、当日の参加

者は市民、市民環境ネット

のスタッフと環境課の職員

で合計27人です。 

講師から観察する時は

「まず耳を澄まし鳥の声を

聞いてください」と教えて

頂き、初参加の方や常連の方

も、それぞれにお目当ての野

鳥に会えるかと双眼鏡を手にスタートしました。 

講師は、鳴声を聞き、肉眼で見つけた鳥を双眼鏡で確かめ、その鳥を望遠鏡で大きく見せて

くれます。野鳥の飛び方にも特徴があり種類が分かるそうです。リスペクトの連続でした。参

加者は順番に望

遠鏡を覗き込ん

では「綺麗～」と

声があがります。 

中川にはダイ

サギがゆっくり

と舞い降り、ア 

オサギの堂々と

した姿には圧倒

されます。 

行幸湖ではカ

ワセミが一瞬通 

り過ぎた姿を確 

認出来た参加者 

はラッキーでした。 

 季節によっては羽の色が変わる野鳥もいるそうです、違う季節でも観察出来たら良いです 

ね。参加者から「鳥の種類に驚き、毎回楽しみにしている」との声にスタッフも笑顔でした。 

お目当ての鳥がいましたよ お静かに！ 

 

 

 

参加者全員の集合写真 高須賀池にて 
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受賞を喜ぶ、「さって市民環境ネット」のメンバー 

 

 

「さって市民環境ネット」知事から表彰される 

報告 ：久保田 

 平成３０年１１月２７日（火）、埼玉県福祉大会が埼玉会館大ホールで行われました。ここで、

我が「さって市民環境ネット」が埼玉県知事から表彰されました。受賞の理由は、さって市民

環境ネットは自然保護団体であるだけではなく社会福祉にも貢献しているからとのことでござ

いました。 

考えてみるならば、

さって市民環境ネット

の活動内容は、「今ある

自然を保護しよう」と

いう理念の実現のため

様々な活動を市民とと

もに行っています。「中

川探検ウォーク」の実

施や「ホウネンエビ観

察会」の実施など。こ

のほか「健康福祉まつ

り」や「子育て応援ま

つり」への出展など。

これらの活動が社会福

祉とつながっているも

のと認められたものと

考えています。 

  今後も自然保護を通

じた社会福祉活動を積極的に実施してまいります。 

 

 

 

 

 

 

【会員募集中！】環境保全活動を一緒にやっていただく方を募集しております。是非、貴方も参加しませ

んか。〔さって市民環境ネット〕★問合わせ先； 久保田 修（代表）まで ＴＥＬ 0480-42-1264 

幸手の環境活動グループ：幸手権現堂桜堤保存会、権現堂川地域環境保全協議会、幸手自然愛護会、幸手

ひがし幼稚園、エコ・グリーン幸手、くらしの会、上高野婦人会、倉松探検隊、幸手中央ロータリークラブ、

すこやか「食」の会、子育て支援ねっとわーく、いきがい・はなみずきの会(いきがい大学伊奈学園２０期) 

当日観察出来た野鳥は 32 種類 カワウ、マガモ、カルガモ、ハシビロガモ、コガモ、 

ヒドリガモ、セグロカモメ、コサギ、ダイサギ、アオサギ、オオバン、バン、 

イカルチドリ、タシギ、トビ、キジバト、カワラバト、カワセミ、ハクセキレイ、 

セグロセキレイ、ヒヨドリ、モズ、ジョウビタキ、ツグミ、シジュウカラ、メジロ、 

カワラヒワ、シメ、スズメ、ムクドリ、ハシブトガラス、ハシボソガラス 


